
（別紙３）

～ 令和8年2月10日

（対象者数） 24 （回答者数） 14

～ 令和8年2月10日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・外部評価や研修機会の拡充

・第三者評価や専門研修への参加を通じ、専門性向上を図る

2

・地域交流機会のさらなる充実

・地域との交流活動や社会参加の機会を増やし、社会性の

　育成につなげる

3

・保護者支援の多様化

・相談支援や家族向け研修等の充実により、家庭支援を

　さらに強化する

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・地域・関係機関との連携強化

・活動内容・環境面の段階的改善を行う

2

・年間研修計画の整備と外部研修参加促進を行う

3

・近くの公園や施設などを活用し、地域の特性を活かし

　活動を行う

○事業所名 　ダッシュくん。Fit　明野

○保護者評価実施期間
令和8年1月20日

○保護者評価有効回答数

令和8年1月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・活動環境・空間面の制約

・スペースや設備面で、より柔軟な支援環境整備が望まれる点

・施設構造上の制限

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域交流・外部連携機会の不足

・地域活動や外部機関との関わりに、さらなる拡充の余地

　がある点

・人員配置や時間的制約

・研修・人材育成機会の偏り

・職員の専門性向上に向けた体系的研修の充実が求められる

　点

・外部資源との調整機会の不足

・子ども一人一人に応じた支援体制

・アセスメントや個別支援計画の作成、日々の記録・振り返り

　を通じて、子どもの特性や状況に応じた支援が継続的に

　実施している点

・チームでの支援共有と振り返り

・職員間での情報共有や支援の検討、記録の活用により、

　支援の質向上に努めている

・保護者との連携・情報共有の充実

・日々の情報共有、相談対応、面談、家族支援等を通じて

　保護者との信頼関係を築きながら支援が行えている点

・地域・関係機関との連携

・学校や医療機関、相談支援事業所と連携し、切れ目のない

　支援体制を構築している

・安全管理・緊急時対応体制の整備

・各種マニュアル整備、研修実施、ヒヤリハット共有、

　健康・アレルギー対応など、安全確保に向けた体制が

　適切に整えられている点

・活動内容の工夫

・固定化しないプログラムの検討や、子どもの主体性を大切

　にした支援を実施している

事業所における自己評価総括表公表


